
 

 

大 阪 広 域 水 道 企 業 団 職 員 の 給 与 に 関 す る 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 規 程 を

公 布 す る 。  

平 成 24年 ２ 月 24日  

大 阪 広 域 水 道 企 業 団    

企 業 長  竹 山  修 身    

大 阪 広 域 水 道 企 業 団 管 理 規 程 第 １ 号  

大 阪 広 域 水 道 企 業 団 職 員 の 給 与 に 関 す る 規 程 の 一 部 を 改 正  

す る 規 程  

第 １ 条  大 阪 広 域 水 道 企 業 団 職 員 の 給 与 に 関 す る 規 程 （ 平 成 23年 大 阪 広

域 水 道 企 業 団 管 理 規 程 第 15号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定

に 下 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

第 ２ 条  大 阪 広 域 水 道 企 業 団 職 員 の 給 与 に 関 す る 規 程 の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。  

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定

に 下 線 で 示 す よ う に 改 正 す る 。  

改 正後  改 正前  

 
（ 扶養 手 当 ）  
第 41条  扶 養 手 当の 月 額は 、条 例 第 ６条 第

２ 項 第 １ 号 に 該 当 す る 扶 養 親 族 に つ い
て は 13,800円 、同 項 第 ２号 か ら 第 ５ 号ま
で に 該 当 す る 扶 養 親 族 に つ い て は １ 人
に つ き 6,500円 （ 職 員 に 配 偶 者 が な い 場
合 にあ っ て は 、そ の う ち１ 人 に つ い ては
11,000円 ） と す る。  

 
 
２ ・３  （ 略 ）  
 
（ 住居 手 当 ）  
第 43条  住 居 手 当の 月 額は 、次 の 各 号に 掲

げ る職 員 の 区 分 に応 じ て 、当 該 各 号 に 定
め る額（ 当 該 各 号 の い ずれ に も 該 当 する
職 員に あ っ て は 、当 該 各号 に 定 め る 額の
合 計額 ） と す る 。  

 
 

(1) （ 略 ）  
 
 
(2) 条 例 第 ８ 条 第 ２ 号 に 掲 げ る 職 員 あ

前 号 の 規 定 の 例 に よ り 算 出 し た 額 の
２ 分 の １ に 相 当 す る 額 （ そ の 額 に 100
円 未満 の 端 数 を 生じ た とき は 、こ れを
切 り捨 て た 額 ）  

２  （ 略 ）  
 

 
（ 扶養 手 当 ）  
第 41条  扶 養 手 当の 月 額は 、条 例 第 ６条 第

２ 項 第 １ 号 に 該 当 す る 扶 養 親 族 に つ い
て は 15,000円 、同 項 第 ２号 か ら 第 ５ 号ま
で に 該 当 す る 扶 養 親 族 に つ い て は １ 人
に つ き 6,000円 （ 職 員 に 扶 養 親 族 で な い
配 偶 者 が あ る 場 合 に あ っ て は そ の う ち
１ 人 に つ い て は 6,500円 、 職 員 に 配 偶 者
が ない 場 合 に あ って は 、その う ち １ 人 に
つ いて は 11,000円） と する 。  

２ ・３  （ 略 ）  
 
（ 住居 手 当 ）  
第 43条  住 居 手 当の 月 額は 、次 の 各 号に 掲

げ る職 員 の 区 分 に応 じ て 、当 該 各 号 に 定
め る額（ 第 １ 号 又 は 第 ２号 に 掲 げ る 職員
の う ち 第 ３ 号 に 掲 げ る 職 員 で も あ る も
の につ い て は 、第 １ 号 又は 第 ２ 号 に 定め
る 額及 び 第 ３ 号 に定 め る額 の 合 計 額 ）と
す る。  
(1) （ 略 ）  
(2) 条 例 第 ８ 条 第 ２ 号 に 掲 げ る 職 員 あ

2,500円  
(3) 条 例 第 ８ 条 第 ３ 号 に 掲 げ る 職 員 あ

第 １ 号 の 規 定 の 例 に よ り 算 出 し た 額
の ２ 分 の １ に 相 当 す る 額 （ そ の 額 に
100円 未 満 の 端 数 を 生 じ た と き は 、 こ
れ を切 り 捨 て た 額）  

２  （ 略 ）  
 

改 正後  改 正前  



 

 

附  則  

 こ の 規 程 は 、 平 成 24年 ３ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 ２ 条 の 規 定

 
（ 号給 の 決 定 ）  
第 19条  新 た に 職員 と なっ た 者 の 号 給は 、

第 16条 の 規 定 に より 決 定さ れ た 職 務 の級
の 号給 が 次 条 に 規定 す る初 任 給 基 準 表
（ 以下 「 初 任 給 基準 表 」と い う 。 ） に定
め られ て い る と きは 当 該号 給 と し 、 当該
職 務の 級 の 号 給 が同 表 に定 め ら れ て いな
い とき は 同 表 に 定め る 号給 を 基 礎 と して
そ の者 の 属 す る 職務 の 級に 昇 格 し 、 又は
降 格し た も の と した 場 合に 第 27条 第 １項
又 は第 28条 第 １ 項の 規 定に よ り 得 ら れる
号 給と す る 。 こ の場 合 にお い て 、 そ の者
に 適用 さ れ る 同 表の 試 験又 は 職 種 欄 にそ
の 者に 適 用 さ れ る区 分 の定 め が な い と
き 、又 は 当 該 そ の者 に 適用 さ れ る 区 分に
対 応す る 学 歴 免 許等 の 資格 の 区 分 よ り下
位 の区 分 に 属 す る学 歴 免許 等 の 資 格 のみ
を その 者 が 有 す ると き は、 そ の 者 の 属す
る 職務 の 級 の 最 低の 号 給と す る 。  

 
 
（ 再任 用 職 員 及 び育 児 短時 間 勤 務 職 員等 の
給 料月 額 ）  
第 25条  （ 略 ）  
２ －５  （ 略 ）  
 
別 表第 ２  級 別 標準 職 務表 （ 第 15条 関係 ） 

職 務の
級  

職 級  標 準的 な 職 務  

（ 略）  （ 略）  （ 略）  

５ 級  課 長級  本 部の 参 事 又 は 出先
機 関の 次 長 の 職 務  

６ 級  課 長級  １  本 部 の 課 長 又は
出 先機 関 の 長 の 職
務  

２  （ 略 ）  

７ 級  部 長・副
理 事級  

１  本 部 の 部 長 若し
く は副 理 事 又 は 相
当 大規 模 若 し く は
相 当困 難 な 出 先 機
関 の長 の 職 務  

２  （ 略 ）  

８ 級  理 事級  本 部の 副 企 業 長、技 術
長 又は 理 事  
 
 

備 考  
１  「 本 部 」 と は、 大 阪広 域 水 道 企 業団

水 道企 業 条 例 （ 平成 23年 大阪 広 域 水 道
企 業団 条 例 第 ２ 号） 第 ４条 に 規 定 す る
経 営管 理 部 及 び 事業 管 理部 （ 次 項 に 規
定 する 出 先 機 関 を除 く 。） を い う 。  

２  （ 略 ）  
 

 
（ 号給 の 決 定 ）  
第 19条  新 た に 職員 と なっ た 者 の 号 給は 、

第 16条 （ 職 務 の 級の 決 定の 条 ） の 規 定に
よ り決 定 さ れ た 職務 の 級の 号 給 が 次 条に
規 定す る 初 任 給 基準 表 （以 下 「 初 任 給基
準 表」 と い う 。 ）に 定 めら れ て い る とき
は 当該 号 給 と し 、当 該 職務 の 級 の 号 給が
同 表に 定 め ら れ てい な いと き は 同 表 に定
め る号 給 を 基 礎 とし て その 者 の 属 す る職
務 の級 に 昇 格 し 、又 は 降格 し た も の とし
た 場合 に 第 27条 第１ 項 又は 第 28条 第 １項
の 規定 に よ り 得 られ る 号給 と す る 。 この
場 合に お い て 、 その 者 に適 用 さ れ る 同表
の 試験 又 は 職 種 欄に そ の者 に 適 用 さ れる
区 分の 定 め が な いと き 、又 は 当 該 そ の者
に 適用 さ れ る 区 分に 対 応す る 学 歴 免 許等
の 資格 の 区 分 よ り下 位 の区 分 に 属 す る学
歴 免許 等 の 資 格 のみ を その 者 が 有 す ると
き は、 そ の 者 の 属す る 職務 の 級 の 最 低の
号 給と す る 。  

 
（ 再任 用 職 員 及 び育 時 短時 間 勤 務 職 員等 の
給 料月 額 ）  
第 25条  （ 略 ）  
２ －５  （ 略 ）  
 
別 表第 ２  級 別 標準 職 務表 （ 第 15条 関係 ） 

職 務の
級  

職 級  標 準的 な 職 務  

（ 略）  （ 略）  （ 略）  

５ 級  課 長級  本 庁の 参 事 又 は 出先
機 関の 次 長 の 職 務  

６ 級  課 長級  １  本 庁 の 課 長 又は
出 先機 関 の 長 の 職
務  

２  （ 略 ）  

７ 級  次 長級  １  本 庁 の 次 長 若し
く は副 理 事 又 は 相
当 大規 模 若 し く は
相 当困 難 な 出 先 機
関 の長 の 職 務  

２  （ 略 ）  

８ 級  部 長級  本 庁の 部 長 若 し くは
理 事又 は 大 規 模 若し
く は困 難 な 出 先 機関
の 長の 職 務  

備 考  
１  「 本 庁 」 と は、 大 阪広 域 水 道 企 業団

水 道企 業 条 例 （ 平成 23年 大阪 広 域 水 道
企 業団 条 例 第 ２ 号） 第 ４条 に 規 定 す る
経 営管 理 部 及 び 事業 管 理部 （ 次 項 に 規
定 する 出 先 機 関 を除 く 。） を い う 。  

２  （ 略 ）  
 



 

 

は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  


